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 今回私達は起業について考察するにあたり、労働に関する様々な社会問題の解決に助力で

きないかという観点を交えました。自身の利益と社会福祉の両立を目指すにあたり、フィリ

ピンで企業を立ち上げることが最も適切なのではないかと考えました。現在、フィリピンに

は高い人口ボーナス（労働できる年齢層の人口の割合）があるにもかかわらず、製造業など

のいわゆる第二次産業が発展していないために失業者の割合が高くなっています。また、電

子産業への関心が薄いために外資系企業を呼び込めていません。これらの解決を兼ねるため

に、私達はコンピューターやスマートフォン、その付属品などの製造を主軸として起業する

ことが適切だと考えました。また、起業するにあたり前述した通りフィリピンでは製造業や

電子産業が発達していないため、日本からの社員の派遣などによって社内教育を積極的に行

う必要があります。 

 

１ 背景 

   まず私達がフィリピンに着目した理由について人口ボーナス（全人口における生産年齢

の割合）が大きいということが挙げられます。この割合の大きさは労働力の大きさを表して

おり、これは経済発展の大きな強みになります。 

   さらにフィリピンでは起業する際に海外から進出してきた企業に対する待遇制度が多様

で手厚いという利点もあります。このことからフィリピンが外資系企業を中心とした経済発

展を目標にしているということが分かり、私達はフィリピンに着目して研究を進めることに

しました。 

 

２ 材料と方法 

 フィリピンにおける起業する際のメリットと現在のフィリピン国内においての社会問題点

について調べ比較しました。まず人口ボーナスが大きいという点について、前項で記した通

り生産人口の 多さは経済発展において大きな強みになります。しかし裏を返せば個人零細

商店、つまり少数の従業員で運営している中小企業が市場を占めてしまっているフィリピン

では労働者の働き口がなく失業者が増えるという危険性を孕んでいるということになりま

す。フィリピンでは大きな雇用を生み出すはずのBPO産業や外資系企業を呼び込めず、経済

発展に不可欠な工業が発達しませんでした。(BPO産業とは運営業務や製造業務を海外の専門

起業に委託する形態の企業のこと。)日本を見渡してみれば分かりますが、多くの雇用を生

み出すのは製造業であり、大規模な工場です。ところが、フィリピンでは製造業が育たなか

ったため、大量の雇用が生まれなかったのです。通常は農林水産業からなる第一次産業から

始まり、次に製造業や建設業を中心とする第二次産業が栄え、最後にサービスや情報産業か

らなる第三次産業へと産業の主体が移っていくことが一般的です。また先程外資系企業を呼

び込めないと記しましたがその大きな要因として電子産業へのアプローチが他の諸外国に比

べて弱いという点にあると考えます。 



 海外からの直接投資額      

上図より、フィリピンに比べると経済的に劣っているベトナムでの電子産業の先進国国別支

出の割合を調べてみると、電子産業だけでいえばフィリピンは大きく出遅れていることが分

かります。経済発展という側面において電子産業は必須なのではないかと考えます。 

 

3 結果と考察 

ではフィリピンの抱えている問題と解決することで見られる効果を踏まえた上で自分たちの

起業と関連付けた際どのようにアプローチしていくべきなのでしょうか。 起業と言っても

どのような目標を持っているかにより、着手する業種が変わってきます。前項で記したこと

を踏まえ、起業する際に欠かせない「利益を産む」という点と｢フィリピンの経済を発展さ

せる｣という点において私達はやはり電子産業、簡単に言えばインターネットやスマホなど

に焦点を当て起業した方がいいという結果に至りました。 材料の輸入から始まり海外のネ

ームブランドのある企業との関係を築くか大企業の中継としての市場を拡大することにより

売り上げの増加と経済の発展が見込めると考えました。 また、経済格差の是正という点に

おいて技術指導や教育はとても重要であると考えています。売り上げや会社としての成功を

収めることも大事ですが、フィリピンの抱えている問題を少しでも解決するというような、

将来を見据えた企業作りを展開していくことも大事だと考えました。  

まとめとして、起業と社会問題を関連付けた際、今現在の社会問題を解決する糸口として電

子産業を通した地域に根付く企業の展開をする必要があると感じました。また、起業を成功

させるための戦略の一つとしては産業集積を取り入れ、電子関連の企業を一つの特区に集め

ることで経済的な好循環と世界レベルの市場規模の確立を目指す必要があると考えました。 
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